
テーマ-１ 認知症問題にかかわる精神保健福祉士～認知症実践研修～
テーマ-２ アルコール関連問題にかかわる精神保健福祉士
テーマ-３ 自殺予防対策における相談支援および連携のあり方に関する支援者研修
テーマ-４ オムニバス研修～精神保健福祉士の魅力～

かつて長期入院中の精神障害者の退院・社会復帰を進める専門職の必要性から国家資格

化された精神保健福祉士は、今や国民の多様な心の問題にかかわる支援者としての位置を
確立しつつあります。統合失調症で長期在院する方々へ丁寧にかかわりながら築いてきた

精神科ソーシャルワーカーの理念を大切にしつつ、新領域に実践の場を持つ精神保健福祉

士も増加しています。

そこで、“ソーシャルワーク研修2009”と題した課題別研修では、多様な領域の中から

「認知症疾患を持つ方への支援」「アルコールなどアディクションを持つ方への支援」

「自殺予防の観点からの支援」の３本のテーマを企画しました。また、オムニバス研修と

して「精神科ソーシャルワーカーの歩み」を実感できる企画も設定しました。

本研修会では、未来の精神保健福祉士である学生の皆さまにも現場の生の声を聞いてい

ただき、リアルな精神保健福祉士を感じながら共に考えることも大切にしたいと思います。

それぞれのテーマでの基本的な知識・情報の収集や、支援における精神保健福祉士とし

ての理念の再確認、仲間作り、明日への実践への英気を養う機会として、晩秋の２日間を

過ごしてみませんか？

会 場

参加費

日 程

東京都港区浜松町１丁目26-1味覚糖ＵＨＡ館／JR 浜松町駅 北口から 徒歩５分
http://www.jma-m.co.jp/uha/index.html

日土

…

…

日数 構成員 非構成員 学生
２日 10,000 円 15,000 円 6,000 円

１日 5,000 円 7,500 円 3,000 円

※学生のうち、2009年度（第10回）精神保健福祉士全国統一模擬試験（本協会主催）申込者は特別割引あり。



■各プログラム

テーマ１ 認知症問題にかかわる精神保健福祉士～認知症実践研修～

高齢社会の進展に伴い増加している認知症高齢者への支援の担い手として、認知症疾患医療センターや専門病棟に
精神保健福祉士が配属されるようになっています。また、認知症を有する方の自己決定を尊重した地域生活を支援す
る立場から、生活施設での精神保健福祉士の果たすべき役割は大きいといえます。
本研修では、認知症高齢者に対するソーシャルワークの充実を図るため、かかわりの理念、生活支援の知識及び技

術の充実を図ることを目的としています。
（敬称略）

11月14日（土）／１日目
12:30
12:40

14:10
14:20

15:40
15:50

16:50

開講式・オリエンテーション（受付開始 12:15～）
講義「認知症高齢者のソーシャルワーク」（90分）
講師：荒田 寛（龍谷大学教授）

休憩（10分）
講義「認知症高齢者のソーシャルワーク実践の実際Ⅰ」（80分）
講師：調整中

休憩（10分）
講義「認知症高齢者のソーシャルワーク実践の実際Ⅱ」（60分）
講師：岩尾 貢（日本認知症グループホーム協会副代表）

プレビュー １日目の振り返り（～17:00）
11月15日（日）／２日目

09:00

11:30
12:30

15:30
15:40

講義・演習「認知症高齢者の理解と生活の捉え方Ⅰ」（150分）
講師：岩尾 貢（日本認知症グループホーム協会副代表）

昼休み（60分）
講義・演習「認知症高齢者の理解と生活の捉え方Ⅱ」（180分）
講師：佐々木 勝則（桜井の里施設長）

休憩（10分）
閉講式（～16:00）

テーマ２ アルコール関連問題にかかわる精神保健福祉士

アルコール関連問題は、飲酒を要因とする身体的・精神的・社会生活上の多様な問題のことで、その方や家族など
周囲の人々の生活に困難や問題をもたらします。本研修では、こうした支援課題に日常的にかかわる精神保健福祉士
として、問題の基本的知識を得て、相談・介入のポイントを理解することをはじめ、本人や家族への支援、他の嗜癖
問題を持つ方への援助について、実践的に学びます。
日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会より推薦を受けたベテラン講師による、アルコール関連問題の支

援に関する基礎的な知識や介入方法の研修です。
（敬称略）

11月14日（土）／１日目
10:00
10:15

12:15
13:15

14:45
15:00
16:30

開講式（受付開始 9:45～）
講義１「アルコール関連問題の理解と相談介入のポイント」（120分）

講師：藤田さかえ（独立行政法人久里浜アルコール症センター）
昼休み（60分）

講義２「アルコール関連相談と社会資源の活用」（90分）

講師：岡崎 直人（さいたま市こころの健康センター）
休憩（15分）

演習１「アルコール関連問題への相談①」（90分）

翌日のオリエンテーション（～16:40）
11月15日（日）／２日目

09:00

10:30
12:00
12:30

講義３「アルコール関連問題における家族支援」（90分）

講師：小関 清之（医療法人社団 木の実町診療所）
演習２「アルコール関連問題への相談②」（90分）

全体会～グループ報告と講評～（30分）

閉講式（～12:45）

※一部講師は調整中のため、確定次第本協会ＷＥＢにてご案内します。



テーマ１ テーマ２ テーマ３ テーマ４

テーマ３ 自殺予防対策における相談支援および連携のあり方に関する支援者研修
～生きることの支援～

私たちは、精神障害者支援における日常的実践の中で、自殺リスクのある方への支援をも意識して行ってきていま
す。しかし、昨今、社会問題化している自殺者の増加に伴い、本研修では、新たに展開されている都道府県や国レベ
ルでの事業内容を理解し、また自死遺族への支援も視野に入れたソーシャルワーク実践を学び直すことでより幅広い
支援を展開することをめざします。

（敬称略）

11月 14日（土）
09:30
09:45
10:45
11:00
12:30
13:30
14:30
14:45
15:45
16:30

開講式（受付開始 9:15～）
講義Ⅰ「自殺予防対策について」（60分）講師：竹島 正（自殺予防総合対策センター長）
休憩（15分）
講義Ⅱ「自死遺族支援について」（90分）講師：山口 和浩（NPO法人自死遺族支援ネットワークRe代表）
昼休み（60分）
講義Ⅲ「自殺未遂者への支援について」（60分）講師：調整中
休憩（15分）
実践報告「自殺未遂にかかわるｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践報告」（60分）講師：坂下 智恵（青森県立保健大学）他
報告を受けての自由討議（45分）

閉講式（～16:45）

テーマ４ オムニバス研修～精神保健福祉士の魅力～

私たち精神保健福祉士は、精神障害を持つ方も自分で決めた自分らしい生活を送ることができるよう、自己決定の
尊重を基本としながら支援してきた「精神科ソーシャルワーカー（＝PSW）」としての長い歴史の上に現在の職業的
立場を築いてきました。1964年、88名のPSWで発足した日本精神医学ソーシャルワーカー協会は、現在7,000人
近い会員を有する専門職団体となりました。
日本に誕生した当時のPSWは、精神科医療チームの一員として、長期入院中の精神障害者の社会復帰を支援する

目的で、主として精神科病院に勤務していました。その後、リハビリテーション機関や社会復帰施設へ広がり、現在
は狭義の精神障害のみならず、メンタルヘルス課題を有する人々への幅広い支援領域にも職場を広げてきています。
このオムニバス研修では、PSWとして変わらずに持ち続ける理念を共有しながら職業現場を拡充し、成長・発展し

ている現場PSWのさまざまな実践報告を受け、自分たちの仕事に夢と希望と自信を持って歩み続ける英気を養うこ
とを目的としています。
魅力ある中堅・ベテランPSWの「生」の声を存分にご紹介します。

（敬称略）

11月15日（日）
09:30
09:45

11:00
11:10

12:25
13:20

15:20
15:30
16:30

開講式（受付開始 9:15～）
講義１「医療機関の精神保健福祉士」（75分）
講師：中住 孝典（東京青梅病院）

休憩（10分）
講義２「地域生活を支援する精神保健福祉士」（75分）
講師：白石 直己（社団法人やどかりの里）

昼休み（55分）

シンポジウム「多様な領域での精神保健福祉士の実践～ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ・学校での支援など」（120分）
シンポジスト：中住 孝典、白石 直己、山本 由紀（遠藤嗜癖問題相談室）、名城 健二（沖縄大学）
コーディネーター：本協会研修企画運営委員

休憩（10分）
意見交換（60分）
閉講式（～16:45）

■研修構成 ※ の部分が該当プログラム時間帯

認知症支援
（２日）

アルコール支援
（２日）

自殺対策
（１日）

オムニバス
（１日）

14日 am
pm

15日 am
pm

４つのテーマから

１つ選んでね。

テーマ３と４は両

方受講することも

できるョ



■開催概要
【定 員】各５０名（定員になり次第、締切ります）

【研修に係る費用】※参加費は、全ての方にかかります。オプションは、ご希望に応じてお申込みください。

[参 加 費]

★学生のうち、本協会主催による「2009年度（第10回）精神保健福祉士全国統一模擬試験」に申し込んだ方は、

模試申込者特別価格（２日：4,000円、１日：2,000円）にてご受講いただけます。

[オプション] 懇親会費 ５，０００円 お弁当１，０５０円／１日 全資料１，０００円★★
★★選択された研修資料は、参加費に含まれていますが、その他の３つのテーマの研修資料も希望される方は、

オプションにてお申込みください。４つのテーマすべての研修資料が入った資料をお渡しします。

【対 象】次のいずれかに該当する方。
１．本協会構成員（2009年度までの会費を納めていること）

２．各テーマの支援にかかわるソーシャルワーカー（非構成員）

３．精神保健福祉士をめざす学生

【お申込方法】

１．お申し込みは、「受講申込書」に必要事項をご記入のうえ、個人ごとに本協会までＦＡＸにてお送りく
ださい（原本は必ず保管してください）。

２．研修に係る費用は、受講決定通知と共に送付する払込書にて所定の期限までにご送金ください。

３．「申込み」締め切り ２００９年１０月１６日（金）必着
４．受講決定通知等は、一括して２００９年１０月２３日（金）までに発送します。

【変更・参加取消】
１．変更、取り消しのご連絡につきましては、各自が保管されている申込書（原本）を訂正のうえ、改

めて本協会までＦＡＸにてお送りください。

２．原則として受講決定通知送付後の参加取り消し

及び参加費のご返金はできません。ただし、参加

費をいただいた上での取り消しの場合には、研修
終了後に当日資料をお送りいたします。

【その他】

１．参加者名簿（お名前、勤務先名、勤務先所在地

（TEL/FAX））を配布する予定です。本名簿には、

参加者全員のお名前を掲載させていただきますが、

勤務先名および勤務先所在地につきましては、掲載
の可否を受講申込書にてお知らせください。

２．本研修では、宿泊のご用意はありませんので、ご

自身で手配くださいますようお願いいたします。

３．災害保険等は各自ご加入ください。

＜参加申込み先＞

社団法人日本精神保健福祉士協会「ソーシャルワーク研修」係
〒160-0015 東京都新宿区大京町23-3 四谷オーキッドビル7F

TEL.03-5366-3152 FAX.03-5366-2993 E-mail:office@japsw.or.jp URL:http://www.japsw.or.jp/

日数 構成員 非構成員 学生
２日 10,000 円 15,000 円 6,000 円

１日 5,000 円 7,500 円 3,000 円

…
…

★


